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ヒト細胞における Neu5Gc 発現はインフルエンザウイルスの感染を抑制する
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【目的】インフルエンザウイルスのレセプターとされるシアル酸には、N-アセチ

ルノイラミン酸（Neu5Ac）と N-グリコリルノイラミン酸（Neu5Gc）の 2 種類の

分子種がある。ウイルスレセプターの研究は主に Neu5Acをターゲットに行われて

いるが、一部のウイルスは Neu5Gcにも結合することから Neu5Gcもレセプターと

して機能することが示唆される。本研究では、細胞表面の Neu5Gc量を制御するこ

とで Neu5Gcがウイルスレセプターとして機能するかどうかの検討を行った。 
【方法】Neu5Gc 合成能を欠損するヒト細胞に Neu5Gc 合成酵素 CMAH を導入し

Neu5Gc 高発現ヒト細胞を作製した。Neu5Gc 高発現ヒト細胞を用いてインフルエ

ンザウイルスの感染性を測定した。遺伝子組換えにより Neu5Gc結合性を獲得させ

たウイルスを用いてウイルスの Neu5Gc結合性が感染性に及ぼす影響を検討した。 
【結果】細胞に Neu5Gcを発現させることで Neu5Gcに結合するウイルスの感染性

は低下した。Neu5Gc に結合しないウイルスでは、Neu5Gc 高発現による感染性の

低下は見られなかった。Neu5Gcに結合するウイルスは Neu5Gc高発現ヒト細胞に

感染させた際に細胞表面に留まり、細胞への侵入が見られなくなった。 
【考察】ヒト細胞表面における Neu5Gc高発現により Neu5Gcに結合するインフル

エンザウイルスの感染性は低下した。この現象は Neu5Gcに結合できないウイルス

では見られないことから Neu5Gc への結合が感染性の低下を起こしたことを示唆

する。インフルエンザウイルスはレセプターに結合後、エンドサイトーシスを介

して細胞内へ侵入すると考えられている。ヒトの細胞において Neu5Gcは偽レセプ

ターとして機能し、細胞上の Neu5Gcに結合したウイルスの侵入が抑制されること

が示唆された。 


